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先
絡
連
部
支  関 西 耐 久 会 

会　長　鈴　木　祥　生
副会長 宮﨑裕子・西久保雅昭

神戸市西区玉津町西河原 210-7
Tel  080-2434-6893（宮崎）

 関 東 耐 久 会 
会　長　林　　　紀　男

株式会社 オフィス ココ　桜バンケット
Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　和　泉　保　廣

有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/

 和歌山耐久会 

会　長　西　　 博　義
和歌山市岩橋 1690-47
Tel  073-475-2677

640－8301 651－2127

　

早
春
の
候　

同
窓
会
員
の
皆
様
に

は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
辰
」
で
す
。
動
物

に
あ
て
は
め
る
と
「
竜
」
で
す
。「
竜

の
雲
を
得
る
如
し
」
と
い
う
諺
の
よ
う

に
、
活
気
と
飛
躍
に
溢
れ
る
年
に
し
た

い
で
す
ね
。

　

元
日
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、
建
物
や
家
屋
が
倒
壊
し
、
多
く
の

人
命
を
奪
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
16
日
に
は
、
４
年
ぶ
り

に
本
部
及
び
有
田
耐
久
会
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
県
議
会
議
員
、

湯
浅
町
長
、
関
東
・
関
西
・
和
歌
山
耐

久
会
会
長
を
迎
え
、
70
余
名
の
参
加
を

得
て
、
会
員
相
互
の
旧
交
を
温
め
、
和

や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
９

月
21
日
は
母
校
の
文
化
祭
を
見
学
し
ま

し
た
。
各
教
室
で
の
展
示
、
体
育
館
で

は
熱
演
の
舞
台
演
技
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

キ
ン
グ
で
は
模
擬
店
が
催
さ
れ
、
盛
況

で
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
全
員
笑

顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
硬
式
野
球
部
が
秋
の
近

畿
大
会
県
２
次
予
選
で
見
事
に
初
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
近
畿
大
会
で
は
、

１
回
戦
・
２
回
戦
に
勝
利
し
、
準
決
勝

で
は
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
が
、
ベ

ス
ト
４
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

本
年
１
月
26
日
、
春
の
選
抜
大
会
出
場

校
選
考
委
員
会
よ
り
、
本
校
が
甲
子
園

出
場
校
と
し
て
発
表
が
あ
り
、
学
校
、

関
係
者
一
同
歓
喜
に
湧
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
偏
に
選
手
の
皆
さ
ん
は
じ
め
井
原

監
督
、
関
係
者
の
皆
様
の
汗
と
努
力
の

賜
物
で
す
。
硬
式
野
球
部
創
立
以
来
の

初
快
挙
と
な
り
、
本
校
に
新
た
な
歴
史

を
刻
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
、

甲
子
園
球
場
で
の
奮
闘
・
ご
活
躍
を
関

係
者
一
同
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
11
月
３
日
、
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
谷
口
維
紹
氏
（
高
18
期
）
が

文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
分
子

生
物
学
・
免
疫
学
の
研
究
分
野
で
、
サ

イ
ト
カ
イ
ン
を
研
究
す
る
な
ど
の
業
績

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
谷
口
先
生
の
ご

功
績
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
旧
交

を
温
め
、
さ
ら
に
「
関
東
・
関
西
・
和

歌
山
・
有
田
耐
久
会
」
と
の
交
流
を
よ

り
深
め
て
、
楽
し
く
・
魅
力
あ
る
同
窓

会
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

若
鮎
の

   　

二
手
に
な
り
て 

　
　
　
　

上
り
け
り　

子
規

ご
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

同
窓
会
長

大
西
義
弘
高
（

16

）
期

２０２３（Ｒ５）年
  9．  6 本部役員会（本校）
    　11 本部・有田耐久会合同会議（本校）
    　16 本部同窓会・有田耐久会総会（湯浅町地域福祉センター）
10．13 本部・有田耐久会役員会（本校）
    　18 本部・有田耐久会役員会（本校）
    　21 稲むらの火祭（広川町役場～八幡神社）
    　25 本部・有田耐久会役員会（本校）
11．14 選抜大会出場に向けての打ち合わせ（本校）
 （同窓会・PTA・OB会・保護者会・学校）

11．28 会報委員会（本校）
12．  7 硬式野球部特別後援会（本校）
    　19 硬式野球部特別後援会（本校）
    　20 本部・有田耐久会役員会（本校）

２０２４（Ｒ６）年
  1．15 硬式野球部特別後援会（本校）
    　29 会報委員会（本校）
  2．29 卒業生クラス代表との懇談会（本校）
  3．  1 第76回卒業証書授与式

同窓会活動報告

　この度、本校硬式野球部が1905年の創部以来、春夏通
じて初めての甲子園出場が決定し、本校創立171年の歴
史に新たな１ページを刻むこととなりました。
　教職員、在校生、PTA会員はもとより本校同窓会、硬
式野球部OB会共々大変感激しております。選手達も近畿/
和歌山県の代表として決意を新たにし、皆様方のご期待
に応えるべく連日練習に励んでいるところです。
　選抜出場に際し、皆様方のご厚情を賜りたく、ご支援、
ご協力を心からお願い申し上げます。

　この度、本校硬式野球部が 年の創部以来、春夏通

祝　第96回選抜高等学校野球大会　甲子園初出場!祝　第96回選抜高等学校野球大会　甲子園初出場!
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令
和
５
年
度
同
窓
会
本
部
及
び
有
田
耐
久
会
総
会
が
９

月
16
日
、一
昨
年
新
築
さ
れ
た
湯
浅
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。70
余
名
の
参
加
を
得
て
、受
付

で
は
久
し
ぶ
り
の
顔
を
合
わ
せ
て
の
総
会
を
喜
び
合
っ
た
。

　

第
一
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ

ス
「
ほ
ほ
え
み
」
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
た
。

　

濱
口
梧
陵
翁
の
思
い
を
も
と
に
作
ら
れ
た
朗
読
と
歌
に

よ
る
生
涯
劇「
梧
陵
さ
ん
」か
ら「
村
を
守
る
た
め
に
」、混
声

合
唱「
梧
陵
翁
の
夢
を
」な
ど
披
露
さ
れ
た
。そ
の
迫
力
と
パ

ワ
ー
に
参
加
者
一
同
は
感
動
し
、盛
大
な
拍
手
を
送
っ
た
。

　

第
二
部
は
、
池
永
義
子
副
会
長
（
高
21
期
）
に
よ
る
総

合
司
会
で
始
ま
っ
た
。大
西
義
弘（
高
16
期
）会
長
は
、「
母

校
の
応
援
団
と
し
て
精
進
し
、
親
睦
を
深
め
楽
し
い
、
魅

力
あ
る
同
窓
会
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
」
と
挨
拶
。
和
泉

保
廣
有
田
耐
久
会
会
長
（
高
22
期
）
は
、「
本
部
と
連
携

し
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
母
校
の
発
展
の
た
め
に

微
力
な
が
ら
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
、
戸
川
し
を
り

校
長
（
高
36
期
）
は
、「
生
徒
た
ち
は
地
域
の
方
た
ち
や

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
落
ち
着
い
た
環

境
で
高
校
生
活
を
送
り
心
身
と
も
に
成
長
し
て
い
る
。
こ

の
先
も
生
徒
や
卒
業
生
に
と
っ
て
誇
り
と
思
え
る
学
び
舎

で
あ
り
続
け
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
来
賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、山
田
展
生
幹
事（
高
31
期
）

に
よ
る
議
長
で
、議
事
が
行
わ
れ
本
部

役
員
の
改
選
で
は
全
員
信
任
さ
れ
た
。

　

続
い
て
有
田
耐
久
会
総
会
が
行
わ
れ
、

役
員
改
選
で
は
全
員
信
任
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
弓
場
守
副
会
長
（
高
30

期
）
の
司
会
で
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

来
賓
の
方
々
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
原
秀
明
氏
（
高
12
期
）
の
力
強

い
乾
杯
発
声
の
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

歓
談
が
始
ま
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

会
員
相
互
の
旧
交
を
温
め
、
和
や
か

な
内
に
閉
会
し
た
。

令和5・6年 本部同窓会役員名簿 令和5・6年 有田耐久会役員名簿
氏　名
大西　義弘
栩野　裕明
池永　義子
岩岡　美紀
弓場　　守
森　　裕美
坂本　康寛
法眼　貞子
和泉　保廣

期
高16
高18
高21
高28
高30
高26
高18
高19
高22

役　　職
会　　長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
会　　計
常任幹事
常任幹事
常任幹事

氏　名
野下　康雄
大浦　睦美
大西　和彦
森　　廉始
新谷　　彰
栗田　佳樹
神田　公子
大前　真紀
下野　憲英

期
高23
高28
高29
高29
高31
高41
高25
高32
高13

新

新

氏　名
和泉　保廣
山崎　佳彦
平畑　君子
三角　　治
弓場　　守
山田　展生
栗田　佳樹

期
高22
高22
高22
高25
高30
高31
高41

役 　 職
会 　 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
幹 　 事
幹 　 事
幹 　 事

氏　名
古川　友子
宮井　順子
大浦　睦美
生駒　正剛
柳　　　実
下野　憲英
柏原政夫美
吉松　敏隆

期
高26
高28
高28
高34
高19
高13
高19
高19

役 　 職
事 務 局
事 務 局
事務局会計
会計監査
会計監査
顧 　 問
顧 　 問
顧 　 問

2,862,937 － 834,432 ＝ 2,028,505　次年度へ繰り越し
同窓会会計について
※収入…令和４年度は、入会金として全日制5,000円・定時制2,500円
　　　　を終身会費として頂いています。（中途転校・退学の場合は返金）
　　　　他に同窓生各期や個人からの協賛金や寄付金など。
※支出…クラブ支援、国際交流、講演会、会報などの学校援助に直接・間接
　　　　に還元。卒業後は、同窓生間や母校の情報を名簿や会報を通じて
　　　　提供、各期の同窓会開催に援助、母校の支援、会の運営費ほか。

令
和
５
年
度　
同
窓
会
総
会
開
催

役　　職
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
会計監査
会計監査
顧　　問

備　考増　減決算額予算額
190,000
20,000
30,000
40,000
100,000

1,720,000
300,000

600,000

600,000

150,000
70,000

140,000
40,000
50,000
50,000

2,050,000

202,000
102,000
100,000

756,709

3,008,709

25,220
0

25,220
0
0

558,342
420

168,755

383,054

0
6,113

53,120
13,120

0
40,000

636,682

197,750
97,750
100,000

0

834,432

-164,780
-20,000
-4,780
-40,000
-100,000

-1,161,658
-299,580

-431,245

-216,946

-150,000
-63,887

-86,880
-26,880
-50,000
-10,000

-1,413,318

-4,250
-4,250

0

-756,709

-2,174,277

有田タイムス広告費

郵送代

飲み物代

はがき代他

転出生払戻

きのくに信金定期へ
ゆう貯定額へ

会報50・51号印刷、
郵送代他

全国出場クラブ激励金、
卒業証書筒代他

令和４年度予算・決算書 耐久高等学校同窓会
令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日

2. 支出の部    1. 収入の部    
備　考増　減決算額予算額

入　会　金

会 報 広 告
会報協賛金
寄　付　金

雑　収　入

（収　入　計）
前期繰越金

（収 入 合 計）

全日制 192名＊5,000
定時制 7名＊2,5001,020,000

100,000
150,000
150,000

10,000

1,430,000
1,578,709

3,008,709

977,500

74,938
118,780

0

113,010

1,284,228
1,578,709

2,862,937

-42,500

-25,062
-31,220
-150,000

103,010

-145,772
0

-145,772

会報50・51号広告代
関東・有田耐久会より

記念事業補助金・
預金利息他

1.運　営　費
　会　議　費
　渉　外　費
　負　担　金
　旅　　　費

2.活　動　費
　記念事業費
　
母校援助費

　
同窓会報費

　助　成　費
　雑　　　費

3.諸　　　費
　事　務　費
　慶　弔　費
　払　戻　金

（支　出　計）

4.繰　出　金
　基　本　金
　同窓会館設立基金

5.予　備　費

（支 出 合 計）
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祝
!
文
化
勲
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!

　

私
た
ち
18
期
の
同
級
生
は
谷
口
く
ん
の

文
化
勲
章
受
章
を
我
が
こ
と
の
よ
う
に
喜

ん
で
い
る
。
彼
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
「
タ

コ
ち
ゃ
ん
」・「
タ
コ
」
で
、
ク
ラ
ス
の
人

気
者
で
あ
っ
た
。
以
来
60
年
、
彼
が
阪
大

や
東
大
の
教
授
に
な
っ
て
か
ら
も
こ
の
愛

称
は
生
き
続
け
て
い
る
。

　

18
期
は
団
塊
の
世
代
で
一
学
年
10
ク
ラ

ス
、
５
５
０
名
で
あ
っ
た
。
当
時
は
模
擬

テ
ス
ト
や
学
力
テ
ス
ト
が
あ
る
た
び
に
ベ

ス
ト
20
の
生
徒
の
名
前
が
職
員
室
前
に
貼

り
出
さ
れ
た
の
で
、
優
秀
者
の
成
績
順
位

が
分
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
谷
口
く
ん
が

上
位
に
入
る
こ
と
は
た
ま
に
し
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
彼
は
憧
れ
の
朝
永
振
一
郎
教

授
（
日
本
で
二
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
）
が
い
る
東
京
教
育
大
学
理
学
部
に
合

格
し
た
。
す
ご
い
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で

あ
っ
た
。
文
化
功
労
者
で
文
化
勲
章
を
受

章
し
た
世
界
的
な
学
者
も
耐
久
時
代
は
と

び
ぬ
け
た
秀
才
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

部
活
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
と
新
聞
部

で
毎
日
部
活
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
ま
た

音
楽
に
も
興
味
が
あ
り
熱
中
し
て
い
た
。

い
ま
彼
が
米
国
の
世
界
的
チ
ェ
リ
ス
ト
で

あ
る
ヨ
ー
ヨ
ー
マ
氏
と
親
友
で
あ
る
の
も

う
な
ず
け
る
。

　

夏
休
み
恒
例
の
清
水
で
の
ク
ラ
ス
キ
ャ

ン
プ
で
、
ダ
ン
ス
の
音
源
が
な
か
っ
た
た

め
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
曲
を
彼
と
も
う
一

人
が
大
声
で
歌
っ
て
く
れ
た
。
う
ぶ
な
当

時
の
私
は
女
子
と
手
を
握
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
照
れ
な
が
ら
も
う
れ
し
か
っ
た
。

谷
口
く
ん
は
自
分
は
踊
ら
な
い
で
み
ん
な

の
た
め
に
歌
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
気
配

り
の
で
き
る
や
さ
し
い
生
徒
で
あ
っ
た
。

　

学
年
末
に
卒
業
生
を
送
る
予
餞
会
で
演

劇
を
し
た
。
私
が
保
安
官
ワ
イ
ア
ッ
ト

ア
ー
プ
役
、
彼
は
そ
の
恋
人
役
で
熱
演
し

た
。
審
査
の
結
果
わ
が
組
の
「
西
部
劇
」

は
準
優
勝
に
終
わ
り
残
念
で
あ
っ
た
。
た

だ
、
彼
は
女
役
を
し
た
の
で
女
生
徒
た
ち

か
ら
化
粧
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
衣
装
を

着
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
喜
ん
で
い
た
。

　

と
に
か
く
、
谷
口
君
の
高
校
生
活
は
幅

広
い
活
動
で
充
実
し
て
い
た
と
思
う
。
部

活
も
趣
味
も
交
友
関
係
も
全
力
投
球
、
す

べ
て
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
っ

た
。
勉
強
に
だ
け
熱
中
す
る
よ
う
な
ガ
リ

勉
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
文
武
両
道
の
生
徒

で
あ
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
ナ
ポ
リ
大
学
（
イ
タ
リ

ア
）
を
経
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
（
ス

イ
ス
）
大
学
院
で
博
士
課
程
を
修
了
、
そ

の
後
も
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）

な
ど
を
渡
り
、
研
鑽
、
研
究
を
重
ね
分
子

生
物
学
・
免
疫
学
の
世
界
的
な
権
威
と
な

り
、
多
く
の
国
際
的
な
医
学
賞
を
受
け
て

い
る
。
現
在
も
東
京
大
学
の
名
誉
教
授
と

し
て
研
究
生
活
を
し
な
が
ら
、
国
内
外
各

方
面
か
ら
の
講
演
依
頼
に
応
え
て
世
界
中

を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
と
は
か
け
離
れ
た
偉
大
な
学
者

（
Ph. 

D.
＝
博
士
号
）
に
な
っ
た
今
も
偉
ぶ

ら
ず
気
さ
く
で
、
誰
と
で
も
穏
や
か
に
接

す
る
そ
の
性
格
は
、
彼
が
自
然
豊
か
で
人

情
味
厚
い
三
瀬
川
（
旧
清
水
町
）
で
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
、
耐
久
高
校
の
自
由
で
個

性
的
な
校
風
で
学
ん
だ
こ
と
で
培
わ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

研
究
者
と
し
て
も
教
育
者
と
し
て
も
一

流
、
そ
し
て
何
よ
り
も
人
間
と
し
て
す
ば

ら
し
い
人
格
者
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
と
耐

久
高
校
で
机
を
な
ら
べ
て
学
べ
た
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
誇
り
に
思
う
。

辻
岡
俊
明
（
高
18
期
）

　〈
谷
口
維
紹
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

〈
略
歴
〉

１
９
９
６
年　

耐
久
高
校
卒
業
（
18
期
）

１
９
７
４
年　

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
研
究
所
助
手

１
９
８
３
年　

が
ん
研
究
会
生
化
学
部
長

１
９
８
４
年　

大
阪
大
学
教
授

１
９
９
５
年　

東
京
大
学
医
学
部
教
授

２
０
０
６
年　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
医
学
部
付
属
教
授

２
０
１
２
年　

東
京
大
学
特
任
教
授

２
０
１
９
年　

東
京
大
学
総
長
室
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

２
０
２
０
年　

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
・
フ
ェ
ロ
ー

〈
受
賞
歴
〉

１
９
８
５
年　

野
口
英
世
祈
念
医
学
賞

１
９
８
８
年　

朝
日
賞

１
９
９
１
年　

ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
賞

１
９
９
７
年　

慶
応
医
学
賞

２
０
０
０
年　

日
本
学
士
院
賞

２
０
０
９
年　

文
化
功
労
賞

２
０
１
０
年　

有
田
川
町
名
誉
町
民

２
０
１
６
年　

米
国
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
国
際
賞

２
０
２
１
年　

瑞
宝
重
光
章

２
０
２
３
年　

文
化
勲
章

　「
お
祝
い
の
こ
と
ば
」

　

谷
口
先
生
、
こ
の
度
の
文
化
勲
章
ご
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

先
生
は
関
東
耐
久
会
の
創
立
来
の
会
員
で
あ
ら
れ
て
、
嘗
て

総
会
で
ご
高
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
折
り

本
校
入
学
時
の
ご
記
憶
を
た
ど
ら
れ
て
「
憧
れ
の
白
線
帽
が
ま

ぶ
し
か
っ
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
業
内
容
に
も
触
れ
ら
れ
て
、
例
え
ば
歴
史
学
科
の
水
準
は

大
学
レ
ベ
ル
で
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
と
振
り
返
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

お
生
ま
れ
の
地
有
田
川
町
（
五
郷
）
と
母
校
耐
久
高
校
に
、

深
い
愛
着
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
拝
察
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
学
ば
れ
た
後
に
医
学
研
究
に
勤
し
ま
れ
て
、
こ
の
国

の
学
術
界
の
最
高
峰
で
あ
る
文
化
勲
章
ご
受
章
ま
で
登
り
つ
め

ら
れ
た
こ
と
は
、同
窓
生
と
し
て
大
変
う
れ
し
く
、ま
た
誇
ら
し

い
こ
と
で
す
。こ
の
先
も
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

関
東
耐
久
会　

会　

長　

林　

紀
男

副
会
長　

富
山
節
子

国際会議で学者仲間と

谷口維紹博士

谷
口
維
紹
く
ん
と
高
校
生
活
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図
書
館
の
印
象
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た

と
き
、「
静
か
に
し
な
い
と
い
け
な
い
」「
本

を
読
む
人
だ
け
が
来
る
」
と
他
の
み
ん
な

が
答
え
た
の
に
驚
き
ま
し
た
。
私
は
有
田

川
町
に
住
ん
で
お
り
、
週
に
一
回
以
上
は

「
ア
レ
ッ
ク
」
に
家
族
や
友
達
と
行
っ
て

る
の
で
、
図
書
館
に
対
す
る
印
象
が
み
ん

な
と
か
な
り
違
っ
て
い
ま
し
た
。
友
達
と

遊
ぶ
と
き
、
本
を
借
り
に
行
く
と
き
、
受

験
勉
強
の
時
も
「
ア
レ
ッ
ク
」
へ
行
き
、

そ
し
て
勉
強
の
終
わ
り
に
は
カ
フ
ェ
で

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
買
い
ま
す
。
こ
れ
が
私

に
と
っ
て
の
図
書
館
で
の
日
常
で
あ
り
常

識
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
ま

で
の
常
識
を
変
え
て
く
だ
さ
っ
た
三
角
先

先
を
心
か
ら
尊
敬
し
て
い
ま
す
。　

１―

１　

梅
本　

望
有

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
生
き
て
い
く
上

で「
信
頼
」が
一
番
大
切
だ
と「
志
学
ゼ
ミ
」

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
信

頼
を
得
る
た
め
に
は
時
間
や
約
束
を
守
る

な
ど
の
誰
で
も
出
来
る
こ
と
を
当
た
り
前

に
す
る
こ
と
と
、
服
装
や
笑
顔
な
ど
の
細

や
か
な
部
分
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

高
校
生
活
は
社
会
に
出
る
準
備
期
間
だ
と

考
え
、
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１―

２　

森
下　

惟
吹

　

お
話
の
中
で
助
産
師
と
い
う
責
任
の
あ

る
仕
事
を
続
け
て
い
く
た
め
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
上
げ
方
が
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
手
帳
を
書
い
て
生
活
を
見

え
る
化
し
た
り
、
目
標
を
高
く
設
定
し
て

や
る
気
や
集
中
力
を
上
げ
る
と
い
う
お
話

は
、
自
分
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
文
理
選
択
や
進
路
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
今
ま
で
悩
ん
で

い
た
事
が
少
し
解
決
し
ま
し
た
。

１―

３　

川
島　

昊

　
「
私
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
し
て
き
た
」
と
い
う
お
話
が
一
番
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
西
先
生
が
教
師
を
さ
れ

て
い
た
時
、
あ
ま
り
学
校
へ
出
て
来
ら
れ

な
い
生
徒
さ
ん
に
、
根
気
強
く
関
わ
り
に

行
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
生
徒
さ
ん
が
救
わ

れ
た
。
と
い
う
お
話
を
聞
い
て
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
、
手
放
さ
な
い

で
い
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１―

４　

林　
　

咲

　

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
「
し

ん
ど
い
こ
と
は
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は

な
い
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
私
は
16
年

間
生
き
て
き
て
、
苦
し
く
辛
い
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。今
、

思
え
ば
ち
っ
ぽ
け
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
た

な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
先
生
の
言

葉
の
よ
う
に
今
ば
か
り
で
は
な
く
、
先
の

こ
と
も
考
え
て
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

１―

５　

溝
上　

悠
斗

氏　名
青山　歓生
石橋　昭人
井上信太郎
前口あかね
大浦　慶喜
小形　里沙
川島　忠弘
北山あいり
小畑　智哉
田中　誠二
谷井　康人
西　　博義
三角　　治
宮﨑　　翠
弓場　　守

卒業年
S59
H7

H21

H7
H30
S60
H22
H11
S55
S59
S42
S48
H19
S53

所　　属　　等
国立和歌山工業高等専門学校　教授
（株）ライフコーディネート
（株）善兵衛
湯浅町地域おこし協力隊
東京海上日動　光陽保険サービス
有田市役所
三井住友海上エージェンシー・サービス株式会社　和歌山統括執行委員
湯浅町役場　一般社団法人湯浅観光まちづくり推進機構株式会社
（株）タイランホールディングス　代表取締役社長
株式会社エデュケーションリンクス　代表取締役
（株）谷井農園　代表
稲むらの火の館　名誉館長
株式会社地域創生　代表取締役
翠助産院
（元）湯浅広川消防組合・救急救命士

1
2

3

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

志学ゼミ　講師先生方の紹介 【50音順・敬称略】 第
９
回   

志
学
ゼ
ミ

10
月
17
日（
火
）

志
学
ゼ
ミ

　講師
先
生
へ
の
お
礼



耐久高等学校同窓会報　　　　第53号 （ 6 ）

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

衣奈不動産鑑定所
有限会社

〒643-0004

不動産鑑定士　衣奈 伸和
（高18期）
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医療法人大和会
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奏
で
校
歌
、
高
校
三
年
生
、

上
を
向
い
て
歩
こ
う
、
ふ
る

さ
と
の
４
曲
を
元
気
い
っ
ぱ

い
合
唱
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
出
合
い
に
名
残
尽
き

な
い
中
、
安
図
修
さ
ん
が
登
壇
。
当

日
は
「
中
秋
の
名
月
」
の
日
、
満
月

の
よ
う
に
ず
ー
っ
と
元
気
で
誰
ひ
と

り
欠
け
る
こ
と
な
く
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
と
素
晴
ら
し
い
閉
会
の
挨
拶

で
、
惜
し
み
な
が
ら
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
お
身
体
を

大
切
に
、
お
元
気
で
あ
ら
れ
ま
す
こ

と
を
祈
り
つ
つ
お
別
れ
と
な
り
ま
し

た
。

幹
事　

松
野
究
子
（
高
16
期
）

　

耐
久
高
等
学
校
16
期
生
・
全
ク
ラ

ス
合
同
同
窓
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
実
に
９
年
ぶ
り
に
、
昨
年
の
９
月

29
日
、
50
名
の
出
席
の
も
と
橘
家
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
員
揃
っ
た
あ
と
写
真
撮
影
。
そ

の
後
、
三
尾
和
子
さ
ん
の
司
会
進
行

で
始
ま
り
、
最
初
に
亡
き
恩
師
と
同

窓
生
54
名
に
在
り
し
日
を
偲
び
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。
な
ん
と
も
言
え
な
い
寂
し
さ
が

込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

次
に
幹
事
を
代
表
し
て
大
西
義
弘

さ
ん
が
感
謝
の
意
を
込
め
開
会
の
挨

拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
続
い
て
東

京
都
八
王
子
市
よ
り
ご
参
加
下
さ
っ

た
小
槙
達
男
さ
ん
の
乾
杯
の
発
声

で
、
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
馳
走
を
前
に
喜
寿
の
年
も
吹
き

飛
ば
す
元
気
さ
で
お
し
ゃ
べ
り
が
続

く
中
、
大
西
義
弘
さ
ん
よ
り
ア
メ
リ

カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
嶋
田
繁
次

さ
ん
か
ら
の
返
信
の
お
便
り
を
読
み

上
げ
て
く
れ
、
９
年
前
に
出
席
さ
れ

て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
高
校
時
代
の
修
学

旅
行
、
体
育
祭
等
々
の
写
真
が
映
し

出
さ
れ
、
学
生
時
代
の
頃
を
懐
か
し

く
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
余
興
に
入

り
湯
川
チ
ヅ
子
さ
ん
が
「
河
内
お
と

こ
節
」
を
披
露
さ
れ
て
、
さ
ら
に
会

場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
三
尾
和
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演

　

令
和
５
年
10
月
14
日
（
土
）、
有
田
市

宮
原
町
の
「
橘
家
」
に
お
い
て
、
昭
和
40

年
卒
業
の
第
17
期
同
窓
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
月

に
５
類
感
染
症
へ
移
行
と
な
り
、
３
年
余

り
の
間
続
い
た
自
粛
や
制
限
が
緩
和
さ

れ
、
有
田
各
地
の
秋
祭
り
に
も
賑
わ
い
が

戻
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
出
席
者
の
数
に

は
幹
事
一
同
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
事
前
に
数
名
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ

り
ま
し
た
が
、
42
名
（
男
子
22
名
、
女
子

20
名
）
の
参
加
を
得
て
、
賑
や
か
に
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

受
付
で
胸
に
名
札
を
つ
け
集
合
写
真
を

撮
影
し
会
場
へ
移
動
、
開
会
に
先
立
ち
物

故
者
の
ご
冥
福
を
願
い
「
黙
祷
」
を
捧
げ

た
後
、
い
つ
も
通
り
声
高
ら
か
に
「
校
歌

斉
唱
」
で
ス
タ
ー
ト
、
司
会
者
か
ら
の
開

会
の
挨
拶
に
続
き
、
籠
谷
伸
一
郎
君
の
発

声
で
「
乾
杯
」、
令
和
２
年
に
予
定
し
て

い
た
同
窓
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
断

念
し
た
た
め
、
７
年
ぶ
り
の
集
い
を
共
に

喜
び
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は

カ
ラ
オ
ケ
や
余
興
は
割
愛
し
、
食
事
の
箸

を
進
め
な
が
ら
の
近
況
報
告
や
懐
か
し
い

高
校
時
代
の
思
い
出
話
な
ど
を
楽
し
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

宴
会
中
程
で
、
こ
の
度
の
秋
季
高
校
野

球
県
予
選
で
「
硬
式
野
球
部
優
勝
」
の
快

挙
を
喜
び
、
硬
式
野
球
部
主
将
を
務
め
て

い
た
東
喜
裕
君
よ
り
母
校
野
球
部
の
近
況

や
近
畿
地
区
高
校
野
球
大
会
の
展
望
に
つ

い
て
話
を
し
て
も
ら
い
、
念
願
の
甲
子
園

出
場
の
夢
が
叶
う
か
も
と
大
い
に
盛
り
上

が
り
、野
球
部
の
健
闘
を
祈
念
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
警
を
退
職
し
た
上
田
勤
君
か
ら

高
齢
者
の「
詐
欺
被
害
防
止
」や「
い
つ
ま

で
も
若
く
元
気
で
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
面

白
可
笑
し
く
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

約
３
時
間
余
り
の
和
や
か
で
楽
し
い
同

窓
会
の
締
め
は
幹
事
を
代
表
し
て
、
久
保

田
修
君
の
挨
拶
で
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
17
期
卒
業
生
は
昭
和
60
年
に
湯
浅

城
で
最
初
の
学
年
全
体
の
同
窓
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
以
来
38
年
間
ほ
ぼ
４
年

毎
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の

「
喜
寿
に
集
う
」
を
以
て
幕
を
閉
じ
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
各
々

が
機
会
を
み
て
一
献
を
交
え
、
親
交
を
温

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
母
校
耐
久
高
校
の
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
代
表　

竹
内
雅
昭
（
高
17
期
）

高16期

９
年
ぶ
り
の
同
窓
会

高17期

喜
寿
に
集
う
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取締役会長
代表取締役

第
23
回
有
田
耐
久
会
（
第
52
回
耐
久
会
）

　
　
　
　

 

　　　　　　　　　　　ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

第
23
回
有
田
耐
久
会
（
第
52
回
耐
久
会
）
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
令

和
５
年
10
月
18
日
（
水
）
に
有
田
リ
ア
ソ
ナ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
の
中
、
童
心
に
返
っ
て
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
楽
し
そ
う

に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
30
名
で
、
う
ち
初
め
て
参
加
さ
れ
た
の
は
３
名
で
し
た
。

　

優
勝
者
は
栗
山
茂
規
さ
ん
（
高
21
期
）、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
74

の
ス
コ
ア
で
平
野
栄
樹
さ
ん
（
高
27
期
）
で
し
た
。
各
賞
を
受
賞

さ
れ
た
方
々
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
回
開
催
は
令
和
６
年
３
月
21
日
（
木
）
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
副
会
長　

弓
場　

守
（
高
30
期
）

ご
献
金
に
感
謝

　
　
　
　
　
　

 

高
16 
期
生
一
同
様

　
　
　
　
　
　

 

高
 31
期
生
一
同
様

　

令
和
５
年
11
月
４
日
、
昭
和
53
年
度
卒
業
生

（
第
31
期
生
）の
同
窓
会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
和
歌
山
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
私
た
ち

第
31
期
生
（
普
通
科
８
ク
ラ
ス
・
理
数
科
１
ク

ラ
ス
）
は
、
40
歳
、
50
歳
を
迎
え
る
年
に
同
窓

会
を
行
い
、「
次
回
は
還
暦
を
迎
え
た
年
の
開

催
」
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

開
催
予
定
の
前
年
に
幹
事
会
・
ク
ラ
ス
世
話

人
会
を
開
き
、
準
備
を
始
め
た
の
で
す
が
、
思

い
も
し
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
開
催
の

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
幹
事
間
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
２
年
遅

れ
の
開
催
を
予
定
し
準
備
を
再
開
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
３
月
の
幹
事
会
に
お
い
て
、
開
催
日

時
、
会
場
、
当
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

決
め
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
感
染
状
況
を
み

る
と
安
心
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
迎
え
た
同
窓
会
当
日
。受
付
で
は
、

再
会
を
喜
ぶ
声
が
聞
か
れ
る
と
と
も
に
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。『
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
の
「
還
暦
」
同
窓
会
』
は
、
ク

ラ
ス
世
話
人
の
尽
力
も
あ
り
、
１
４
１
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
柏
原
政
夫
美
先
生
、
福

島
恒
雄
先
生
、
古
谷
仁
和
先
生
、
安
宅
川
崇
先

生
も
ご
臨
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
な

か
、
学
級
ご
と
に
集
合
写
真
を
撮
り
、
先
生
方

に
お
話
し
い
た
だ
い
た
り
、
ク
ラ
ス
世
話
人
よ

り
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。ま
た
、

折
し
も
硬
式
野
球
部
の
秋
季
大
会
で
の
活
躍

（
準
決
勝
で
京
都
外
大
西
高
に
惜
敗
）
が
あ
り
、

甲
子
園
出
場
を
願
う
・
信
じ
る
・
既
に
決
定
し

た
か
の
よ
う
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
フ
ラ
イ
ン
グ
で
す
が
、舞
台
上
に
は
、「
祝
・

耐
久
高
校
野
球
部
甲
子
園
出
場
決
定
！
」
の
文

字
も
あ
り
ま
し
た
。）
最
後
に
甲
子
園
へ
の
出

場
と
健
闘
を
祈
り
、
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

第
31
期
生
全
体
で
の
同
窓
会
は
今
回
が
最
後

と
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
交
流
は
こ
れ
か

ら
も
続
き
ま
す
。
お
互
い
の
健
康
と
安
寧
を
祈

り
つ
つ
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
谷　

彰
（
高
31
期
）

高31期

同

　窓

　会
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令
和
５
年
度
は
、
耐
久
が
注
目
さ
れ

ま
し
た
。
１
９
０
５
年
創
立
さ
れ
た
耐

久
硬
式
野
球
部
が
、
秋
季
県
大
会
で
優

勝
、
近
畿
大
会
ベ
ス
ト
４
の
成
績
で
選

抜
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
野
球
部
は
、

和
中
、
田
辺
中
に
次
い
で
古
く
、
最
初

の
試
合
の
出
で
立
ち
は
運
動
服
で
捕
手

は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
、
野
手
は
素

手
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
甲
子
園
は
も

う
だ
め
か
」
と
の
あ
き
ら
め
の
中
、
苦

節
１
１
９
年
悲
願
を
達
成
し
て
く
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
、
あ
り
が
と
う
。

　

も
う
一
つ
は
18
期
の
東
京
大
学
名
誉

教
授
谷
口
維
紹
氏
の
文
化
勲
章
受
章
で

す
。
物
理
学
者
の
故
瀬
藤
象
二
博
士
に

次
い
で
耐
久
二
人
目
の
栄
誉
で
す
。
さ

て
、
世
界
的
な
学
者
は
ど
ん
な
耐
久
生

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
同
級
生
が
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
、
延
期
さ
れ
て
い

た
同
窓
会
が
各
期
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
16
期
・
17
期
・
31
期
の
報
告
で
す
。

先
輩
が
耐
久
生
に
語
る
「
志
学
ゼ
ミ
」

も
定
着
、
耐
久
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
ま

す
。マ
ン
ド
リ
ン
部
、全
国
高
校
ギ
タ
ー

マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
頃

の
成
果
を
出
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。 『

編
集
後
記
』

　

私
た
ち
耐
久
高
校
マ
ン
ド

リ
ン
部
は
、
現
在
２
年
生
６

人
、
１
年
生
５
人
の
計
11
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動

内
容
は
、
平
日
は
毎
日
放
課

後
、
土
曜
日
曜
は
午
前
中
、

演
奏
会
が
近
く
な
る
と
一
日

練
習
と
運
動
部
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
練
習
量
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。

　

校
内
の
活
動
と
し
て
は
、
文

化
祭
で
の
演
奏
や
図
書
館
で
の

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
し

ま
し
た
。
校
外
で
は
、
済
生
会

有
田
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催

の
健
康
フ
ェ
ス
タ
で
演
奏
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
、
ア
レ
ッ
ク
で

の
演
奏
、
ハ
ッ
ピ
ー
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
地
域
で
の

演
奏
も
た
く
さ
ん
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
目
標
は
、
毎
年
７
月

に
大
阪
で
行
わ
れ
る
全
国

高
等
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド

リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

で
す
。

　

部
員
全
員
が
高
校
入
学

後
、
マ
ン
ド
リ
ン
や
ギ

タ
ー
を
始
め
た
初
心
者

で
、
は
じ
め
は
楽
譜
が
読

め
な
い
部
員
も
多
く
い
ま

し
た
が
、
先
生
方
に
指
導

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ひ

絆絆部活OB・OGたちの

放
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
で
も
あ
っ

た
の
だ
。

　

そ
の
時
、
父
の
書
い
た
一
枚
の

色
紙
を
受
け
取
っ
た
。

　
「
言
葉
が
背
を
押
す
」
と
言
わ

れ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
今
も
、
私

の
生
き
方
に
指
針
を
与
え
、
頑
張

る
私
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。

―
―

私
は
そ
の
情
景
を
ず
っ
と
心

に
置
い
て
自
分
を
励
ま
し
な
が
ら

歩
い
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

あ
れ
は
高
校
１
年
の
夏
だ
っ
た
。

中
庭
の
椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
、
父

は
私
に
こ
う
言
っ
た
の
だ
。

「
こ
れ
か
ら
は
お
前
を
一
人
前
の

人
間
と
し
て
つ
き
合
っ
て
い
く
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
、自
分
で

考
え
て
し
っ
か
り
と
や
る
と
い
い
。

だ
か
ら
自
分
の
行
動
に
責
任
を

も
っ
て
生
き
て
ゆ
き
な
さ
い
」と
。

　

自
由
に
し
て
い
い
、
と
い
う
言

葉
の
裏
に
は
、
大
き
な
責
任
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

父
の
真
剣
な
目
に
見
つ
め
ら
れ

て
背
筋
が
ぞ
く
っ
と
し
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
父
に
一

人
前
と
し
て
認
め
ら

れ
た
嬉
し
さ
よ
り
、

そ
の
重
大
さ
に
突
き

・
荒
神
の
百
余
の
鳥
居
冬
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
見
起
久
子
（
高
14
期
）

・
銀
杏
落
葉
子
ら
撒
き
散
ら
す
光
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
辺
み
つ
子
（
高
18
期
）

・
稲
束
の
燃
え
る
炎
に
活
路
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

梧
陵
翁
を
偲
ぶ
松
明
の
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
康
寛
（
高
18
期
）

・
尽
き
果
て
ぬ
欲
に
ほ
だ
さ
れ
滅
び
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

世
界
の
平
和
命
の
尊
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
前
真
紀
（
高
32
期
）

俳
壇
・
歌
壇

と
つ
ひ
と
つ
課
題
を
ク
リ
ア
し

な
が
ら
、「
楽
し
ん
で
演
奏
す
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
部
員
同
士

で
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
残
り
少
な
い
部
活

動
の
日
を
送
っ
て
い
く
中
で
、

部
長
と
し
て
自
分
の
意
識
や
技

術
を
高
め
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る

存
在
に
な
れ
る
よ
う
し
っ
か
り

と
目
標
と
自
覚
を
持
っ
て
練
習

に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
部
の
目
標
を
目
指

し
練
習
に
励
み
、
１
人
で
も
多

く
の
方
に
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
を

聴
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

部
長　

安
本
祐
人

マ
ン
ド
リ
ン
部
の
巻

ご
り
ょ
う

父
の
言
葉
に―

―
―
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